
（単位：千円）

１　健全化判断比率

（１）実質赤字比率

　　　（対象：一般会計・市有林事業特別会計・奨学資金貸与事業特別会計・夜間急患センター事業特別会計）

○実質赤字額

○標準財政規模

○臨時財政対策債発行可能額

△ 4.38%

標準財政規模（うち，臨時財政対策債発行可能額）

一般会計＋一般会計に属する特別会計の実質赤字額

△ 1,620,132

　一般財源の不足に対処するため，国が自治体ごとに認めた臨時財政対策債の発行可能額

実質赤字比率

　歳入総額を上回って支出した額（黒字の場合はマイナス（△）表示としている）

＝

36,943,720 (1,924,819)

【健全化判断比率及び資金不足比率の算定内訳】

　市税や各種交付金，普通交付税など経常的に見込まれる一般財源の総額。各自治体の財政規模を表す指標として算定
される。

（黒字決算のため，マイナス[△]にて表示）＝

＝



（２）連結実質赤字比率

　　（対象：一般会計，特別会計11会計，事業会計2会計 全14会計）

※1 会計別収支

歳　入 歳　出 繰越額 収支
（△は赤字）

67,862,658 65,812,688 462,266 1,587,704

54,222 40,891 13,331

40,956 34,170 6,786

135,349 123,038 12,311

16,622,717 15,578,576 1,044,141

1,173,713 1,143,765 29,948

12,087,288 11,927,575 159,713

5,890,367 4,748,622 1,040,110 101,635

1,007,656 971,475 36,181

486,675 429,361 57,314

262,399 264,167 0

146,894 923 145,971

流動資産 流動負債
算入

地方債(※)
資金不足

又は剰余額

4,278,390 334,231 3,944,159

6,142,621 1,604,131 4,538,490

11,677,684

（※算入地方債は建設・準建設改良費以外の経費の財源のための地方債の平成28年度決算における現在高から流動負債とされるものを控除した現在高）

流動負債は控除企業債等(1,304,290)及び控
除引当金等（711,160）を差し引いた額
流動資産は貸倒引当金(15,311)を含めた額

区　　分

⑫ 宅 地 造 成

⑧ 下 水 道

公営企業会計を除く
特別会計

公営企業会計を含む
特別会計

⑥後期高齢者医療

⑬ 水 道 事 業

(1,924,819)

一般会計等
(普通会計)

③ 奨 学 資 金

計

分　類

公営企業会計
(事業会計)

⑪岩出山簡易水道

⑦ 介 護 保 険

⑤ 国 民 健 康 保 険

繰越額は翌年度に繰り越すべき財源の額

会計区分

② 市 有 林

④ 夜 間 急 患

連結実質赤字比率 ＝

⑭ 病 院 事 業

△ 31.60% （黒字決算のため，マイナス[△]にて表示）

分　類

水道事業への統合のため,平成29年3月31日を
もって打ち切り決算としたことが影響し，赤
字決算となっているが，健全化判断比率の算
定上は解消可能資金不足額(110,195)の算定
により赤字を解消し，収支は0として扱って
いる。

流動負債は控除企業債等(446,622)及び控除
引当金等（20,213）を差し引いた額
流動資産は貸倒引当金(31,593)を含めた額

⑩ 浄 化 槽

① 一 般 会 計

歳入は土地収入見込額（50,385）を含めた額

⑨ 農 業 集 落 排 水

備　考

＝

歳入においては未収入特定財源
（1,032,204）を含めた額

一般，特別会計の実質赤字額＋事業会計の赤字額 ※1

標準財政規模（うち，臨時財政対策債発行可能額）

△ 11,677,684
＝

36,943,720



（３）実質公債費比率

　　（対象：一般会計，特別会計11会計，事業会計2会計 全14会計 + 一部事務組合） 

（26年度単年度数値）

2,894,833

30,610,442

（27年度単年度数値）

2,847,833

30,771,511

（28年度単年度数値）

2,679,509

30,571,408

○元利償還金

　一般会計等で過去に借入れた地方債の当該年度における元金・利子の返済額

○準元利償還金

○元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

　普通交付税の基準財政需要額に算入された元利償還金や準元利償還金

36,787,884（2,381,240）　－　6,177,442

26年度から28年度の3か年平均 = 9.1％

＝

＝

＝

　当該年度において一般会計等が公営企業や一部事務組合に対して繰出し，あるいは負担，補助した額のうち，地方債
の元利償還金に充てられた額，公債費に準ずる債務負担に係るもの及び一時借入金の利子等の地方債の元利償還金に準
じたもの

　の３か年平均

8.76475%

6,482,469　＋　3,405,387　－7,208,347

＝

＝

実質公債費比率

＝

〔標準財政規模（うち，臨時財政対策債発行可能額)〕－〔元
利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額〕

36,965,182（2,209,399）　－　6,193,671

＝

9.25477%＝

＝

6,906,881　＋　2,994,964　－7,007,012

9.45701%

＝

6,654,403　＋　3,174,943　－6,981,513

〔地方債の元利償還金+準元利償還金〕－〔特定財源+元利償還
金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額〕

36,943,720（1,924,819）　－　6,372,312



（４）将来負担比率

　　（対象：一般会計，特別会計11会計，事業会計2会計 全14会計 + 一部事務組合 + 土地開発公社）

○将来負担額の内訳

○充当可能基金額

　財政調整基金や減債基金，まちづくり基金など将来の財政負担を補てんすることが可能な基金の額

○特定財源見込額

　元金償還金や準元金償還金に充てることが可能な住宅使用料や都市計画税などの特定財源の収入見込額

○地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額

　元金償還金・準元金償還金のうち，将来において普通交付税の基準財政需要額に算入される見込額

36,943,720（1,924,819）　－　6,372,312

41.9%

12,831,444

計

1,303,088

一般会計等の当該年度末における地方債現在高

18,547

一部事務組合等の地方債の元金償還金に充てる一般会計等の負担見込額

退職手当支給予定額（全職員に対する期末要支給額）のうち，一般会計等の負
担見込額

0

＝

315,293

6,564,577

40,352,310

将来負担額　－（充当可能基金額　＋　特定財源見込額[うち都市計画税]）
　　　＋　地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

土地開発公社等の設立法人の負債に対する一般会計等の負担見込額

標準財政規模（うち，臨時財政対策債発行可能額）　－　元利償還金・準元利償還金に
係る基準財政需要額算入額

116,243,472　－　（17,779,092　＋　10,224,481[8,644,397]　＋　75,408,455)

＝

組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等の負担見込額

＝

＝

将来負担比率

30,571,408

67,689,657

0

116,243,472

一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に充てる一般会計等の負担額

連結実質赤字額

債務負担行為に基づく支出予定額



２　資金不足比率

　　（会計の範囲：各公営企業に係る特別会計５会計，事業会計２会計 全７会計 ）

○資金不足額

　流動負債や歳出相当額から流動資産や歳入相当額，売払見込額等を差し引いた金額

○事業の規模

　営業収益に相当する収入の額から受託工事収益に相当する収入の額を差し引いた金額

　宅地造成事業については，事業経営のための財源規模を示す資本及び負債の合計額

3,383,047

170,568

123,916

20,001,656

145,971

△ 57,314

水 道 事 業

事業の規模

宅 地 造 成 事 業

0

△ 101,635

△ 3,944,159

－

55,248

公営企業に係る特別会計，事業会計ごとの資金不足額

△ 145,971 －

△ 4,538,490

農 業 集 落 排 水 事 業

浄 化 槽 事 業

下 水 道 事 業

会計区分

岩出山簡易水道事業

－

資金不足比率
（資金不足比率がない場合は

「－」にて表示）

－

－

事業の規模
（料金収入などの収益等）

△ 36,181

－

－

1,346,348

病 院 事 業

資金不足額
（黒字決算のため，マイナス

（△）表示）

資金不足比率　 ＝


